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1.  平成24年3月期の業績（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 

 

(2) 財政状態 

 

(3) キャッシュ・フローの状況 

  

(1) 経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期 12,419 42.8 1,603 539.5 1,569 749.4 1,408 314.6
23年3月期 8,695 0.6 250 △33.4 184 △41.6 339 78.7

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利益

率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

24年3月期 196.21 ― 42.4 14.7 12.9
23年3月期 47.32 ― 13.6 1.9 2.9

（参考） 持分法投資損益 24年3月期  ―百万円 23年3月期  ―百万円

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

24年3月期 11,411 3,995 35.0 556.69
23年3月期 9,945 2,644 26.6 368.44

（参考） 自己資本   24年3月期  3,995百万円 23年3月期  2,644百万円

営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

24年3月期 1,487 262 △1,595 592
23年3月期 △97 34 30 438

2.  配当の状況 

 

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
純資産配当

率第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

23年3月期 ― ― ― 5.00 5.00 35 10.6 1.4
24年3月期 ― ― ― 15.00 15.00 107 7.6 2.7
25年3月期(予想) ― ― ― 10.00 10.00 25.6

3. 平成25年 3月期の業績予想（平成24年 4月 1日～平成25年 3月31日）  
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 4,400 △32.2 160 △89.8 120 △92.2 70 △95.3 9.75
通期 10,000 △19.5 530 △66.9 460 △70.7 280 △80.1 39.00



※  注記事項 
(1) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(2) 発行済株式数（普通株式） 

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更  ： 無
② ①以外の会計方針の変更  ： 無
③ 会計上の見積りの変更  ： 無
④ 修正再表示  ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年3月期 7,200,000 株 23年3月期 7,200,000 株
② 期末自己株式数 24年3月期 21,989 株 23年3月期 21,749 株
③ 期中平均株式数 24年3月期 7,178,164 株 23年3月期 7,179,592 株

※ 監査手続の実施状況に関する表示 
 この決算短信は、金融商品取引法に基づく監査手続きの対象外であり、この決算短信の開示時点において、財務諸表に対する監査手続が実施中です。 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に対する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的と判断する一定の前提に基づいており、実際の業績
等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料２ペ
ージ「経営成績に関する分析」をご覧下さい。 
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①当事業年度の経営成績 

当事業年度におけるわが国経済は、東日本大震災や原子力災害の影響により落ち込んだ企業活動や

個人消費には回復傾向が見られるようになってきました。その一方で、厳しい雇用・所得環境、長期

化する円高や欧州債務危機に端を発した海外経済の減速懸念等もあり、景気は依然として先行き不透

明感を払拭できない状況で推移しました。 

このような厳しい経済環境の中、当社の呼吸用保護具全般に対する受注は、原子力発電所向けの需

要が期初から急増し、年度前半を通して極めて高い水準で推移しました。年度後半も原子力発電所向

けの受注は、一定水準以上を維持したことに加え、震災復興需要等もあり、売上高は１２４億１９百

万円（前事業年度比４２.８％増）と大幅な増収となりました。 

一方、利益面につきましては、期初からの高水準の受注に対し、大幅な増産体制を立ち上げ、原子

力災害の状況推移に即応できる製品供給に万全を期してまいりました。このため、当事業年度後半に

おいては、材料費及び労務費・外注加工費等の変動費の高止まりにより製品原価率は悪化しました

が、前事業年度との比較では、なお９ポイント以上の改善を維持できました。この結果、売上総利益

は４５億５７百万円（前事業年度比８１.７％増）と大幅な増益となりました。 

販売費及び一般管理費につきましては、売上高の大幅増加に伴う人件費・諸経費増が避けられなか

ったことから、２９億５４百万（前事業年度比３０.９％増）となりました。 

以上のことから、営業利益は１６億３百万円(前事業年度比５３９.５％増)、経常利益は１５億６

９百万円(前事業年度比７４９.４％増)と、いずれも大幅な増益となりました。 

また、特別利益として、旧東京事業所の譲渡に伴う固定資産売却益等で１１億３７百万円（前事業

年度比７億３１百万円増）、特別損失として、災害による損失、寄付金等で３億９５百万円（前事業

年度比３億４８百万円増）を計上したこともあり、当期純利益は１４億８百万円（前事業年度比３１

４.６％増）と、過去の業績を大幅に上回る増益決算となりました。 

（埼玉事業所の新工場建設） 

新工場建設の第一期工事につきましては計画どおり進捗しており、新しい建物での生産を６月から

開始することで、その諸準備を進めております。また、第二期工事につきましても、計画どおり、５

月後半から旧第二工場の建物取り壊しに着手する予定です。 

②次期の見通し 

今後のわが国経済につきましては、震災復興関連予算の執行等の各種の政策効果を背景に、景気は

緩やかな回復傾向を示していくと見込まれていますが、一方で不安定な電力供給事情や円高の長期

化、海外経済の低成長等の不確定要因も多く、引き続き景気の先行きは楽観できる状況にはないと思

われます。 

このような厳しい経済環境の中、前事業年度に急増した原子力発電所向け呼吸用保護具に対する受

注は、大きく減少することは避けられないものの、今後も一定水準以上は継続していくと思われま

す。 

また、本格化する震災復興需要への対応や電動ファン付き呼吸用保護具等の高付加価値製品の拡販

とともに、引き続き新製品開発に注力することで、労働安全衛生保護具の専門会社としての社会的責

任、使命を果たしてまいる所存です。 

 以上のことから、通期業績予想は売上高１００億円（前事業年度比１９.５％減）、営業利益５億

１．経営成績

（１）経営成績に関する分析
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３０百万円（前事業年度比６６.９％減）、経常利益４億６０百万円（前事業年度比７０.７％減）、

当期純利益２億８０百万円（前事業年度比８０.１％減）を見込んでおります。 

  

①資産、負債及び純資産の状況 

（資産） 

流動資産は、７５億２２百万円となり、前事業年度末に比べて１０億円増加しました。これは主

に、棚卸資産が６億３７百万円、繰延税金資産が２億４百万円、受取手形が１億３３百万円増加した

こと等によるものです。 

 固定資産は、３８億８９百万円となり、前事業年度末に比べて４億６５百万円増加しました。これ

は主に、有形固定資産が３億５８百万円、無形固定資産が４４百万円、投資その他の資産が６２百万

円増加したこと等によるものです。 

 この結果、当事業年度の総資産は、１１４億１１百万円となり、前事業年度末に比べて１４億６５

百万円増加しました。 

（負債） 

流動負債は、５４億５４百万円となり、前事業年度末に比べて５億６０百万円増加しました。これ

は主に、買掛金が２億４３百万円、未払費用が５億９百万円、未払法人税等が４億９８百万円増加、

短期借入金が６億８７百万円減少したこと等によるものです。 

 固定負債は、１９億６１百万円となり、前事業年度末に比べて４億４５百万円減少しました。これ

は主に、社債が２億６０百万円、長期借入金が４億１８百万円減少、繰延税金負債が２億６百万円増

加したこと等によるものです。 

 この結果、当事業年度の負債合計は、７４億１５百万円となり、前事業年度末に比べて１億１４百

万円増加しました。 

（純資産） 

当事業年度の純資産合計は、３９億９５百万円となり、前事業年度に比べて１３億５１百万円増加

しました。これは主に、固定資産圧縮積立金が３億２６百万円、固定資産圧縮特別勘定積立金が１億

９６百万円、別途積立金が３億円、繰越利益剰余金が５億４８百万円増加したこと等によるもので

す。 

 この結果、自己資本比率は、前事業年度末の２６.６％から３５.０％となりました。 

  

②キャッシュ・フローの状況 

当事業年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」といいます。）については、税引前当期

純利益２３億１１百万円、減価償却費４億６７百万円、売上債権、仕入債務及びたな卸資産の増加、

未払費用の増加、有形固定資産の売却及び取得、短期借入金及び長期借入金の減少等の要因により、

資金残高は、前事業年度末比１億５３百万円増加の５億９２百万円となりました。 

 当事業年度末における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりです。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果、得られた資金は、１４億８７百万円（前事業年度は、使用した資金が９７百万

円）となりました。これは主として、税引前当期純利益２３億１１百万円、減価償却費４億６７百万

円、たな卸資産の増加７億３２百万円、固定資産売却益１０億６７百万円、仕入債務の増加３億円、

（２）財政状態に関する分析
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賞与引当金の増加６７百万円等によるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果、得られた資金は、２億６２百万円（前事業年度は、得られた資金が３４百万円）

となりました。これは主として、有形固定資産の取得による支出７億６６百万円、有形固定資産の売

却等による収入１０億９０百万円、長期性預金の預入による支出２億円、定期預金の払戻による収入

１億５０百万円等によるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果、使用した資金は、１５億９５百万円（前事業年度は、得られた資金が３０百万

円）となりました。これは主として、短期借入金の純減額６億８７百万円、長期借入金の返済 ８億

９８百万円、社債の償還による支出４億４２百万円、長期借入による収入３億１０百万円、社債の発

行による収入２億円、配当金の支払３５百万円等によるものであります。 

  

なお、当社のキャッシュ・フロー指標の傾向は、下記のとおりです。 

(参考) キャッシュ・フロー関連指標の推移 

  

 
自己資本比率：自己資本／総資産 

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産 

キャッシュ・フロー対有利子負債比率（％）：有利子負債／営業キャッシュ・フロー 

インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利払い 

（注１）株式時価総額は、自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しています。 

（注２）キャッシュ・フローは、営業キャッシュ・フローを利用しています。 

（注３）有利子負債は、貸借対照表に計上されている負債のうち、利子を支払っている全ての負債を

対象としております。 

（注４）平成２３年３月期のキャッシュ・フロー対有利子負債比率及びインタレスト・カバレッジ・

レシオは、営業活動によるキャッシュ・フローがマイナスのため記載を省略しております。 

  

 当社は、株主の皆様に対する利益還元を充実させることが重要との認識の下、以前より安定的な配

当を継続実施することを、利益配分に関する基本方針としております。 

 また、内部留保につきましては、より強固な経営基盤の確立と競争力強化に充当することで収益増

大に努め、企業価値の向上を目指してまいります。 

 当期は、売上高及び利益ともに過去の業績を大きく上回る決算となりました。このため、当期の配

当につきましては、株主各位の日頃のご支援にお応えするために、１株につき１０円００銭の特別配

当を含め、１５円００銭を予定いたしております。 

平成22年３月期 平成23年３月期 平成24年３月期

自己資本比率 25.3 26.6 35.0

時価ベースの自己資本比率 29.6 32.8 35.8

キャッシュ・フロー対有利子
負債比率

575.7 - 161.1

インタレスト・カバレッジ・
レシオ

8.7 - 24.3

（３）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当
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 また、次期の業績につきましては、前期との比較では、減収・減益は避けられないものの、引き続

き労働安全保護具の専門会社としての社会的責任、使命を全うするとともに、より一層の業容拡大、

株主の皆様への利益還元の充実に注力してまいる所存です。この方針に基づき、次期の配当金につき

ましては、１株につき１０円００銭を予定いたしております。 

  

今後の事業展開に対して影響を及ぼす可能性のあるリスクには以下のようなものがあります。な

お、文中における将来に関する事項は、当事業年度末現在において、当社が判断したものでありま

す。 

①当社の事業環境について 

当社の経営成績は、民間企業の業績動向や官公庁の財政状態等の影響を受けることが多く、景気低

迷や官公庁の財政悪化により、当社業績が悪影響を受ける可能性があります。 

②品質管理について 

当社はISO 9001に準拠した厳格な品質マネジメントシステムに基づく品質管理・保証体制を構築し

て、国家検定規格及び米国規格等に適合する各種製商品を製造販売しておりますが、予期せぬ要因に

より、国家検定規格、JIS及び国際標準に不適合との指摘や製商品の欠陥等の不具合が発生する可能

性があります。 

 この場合、製商品の回収や修理等の対応により、当社業績が影響を受ける可能性があります。 

③訴訟対応について 

当社製品の欠陥により製造物責任訴訟を提訴された場合を想定して、製造物責任保険に加入してお

りますが、この保険は無制限に当社の賠償負担を担保するものではありません。 

 また、製造物責任以外の訴訟につきましても、訴訟が生じる可能性は無いとはいえません。 

④災害等について 

当社の製造・販売拠点が、地震、火災、テロ攻撃等の災害により、物的・人的被害を受けた場合、

当社の生産や販売活動が影響を受ける可能性があります。 

  

  該当事項はありません。 

  

当社は、１９１７年に創業以来、一貫して防じんマスク、防毒マスク、自給式呼吸器などの呼吸用

保護具を中心に、働く人々を職業に起因する疾病や危険から守るため労働安全衛生保護具の普及に努

力を重ねてまいりました。 

 当社が社会に提供している各種の呼吸用保護具は、上記の他、地球環境を保護するための省資源、

省エネルギー、資源の再生使用にも貢献できる優れたシステムです。 

 日本国内はもとより国境を越えて、働く人々の健康と幸福を支え、かつ、地球の環境保全にも貢献

することに、誇りと責任を持って仕事に取り組んでおります。 

  

（４）事業等のリスク

２．企業集団の状況

３．経営方針

（１）会社の経営の基本方針
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当社は、収益性と資本効率を高めるＲＯＥ（自己資本利益率）の向上を重視しており、中期的な経

営指標として経常的にＲＯＥ１０％以上の達成を目指しております。 

 当事業年度は、売上高、利益ともに過去の業績を大きく上回る増収、増益決算となりましたことか

ら、ＲＯＥも４２.４％と目標の１０％を大幅に上回ることができました。 

  

当社は、創業以来、呼吸用保護具を中心とした本邦最初の労働安全衛生保護具の専門会社として事

業の拡大をはかってまいりました。 

 今後も、更なる企業価値の向上を目指して、当社の信条である『働く人の安全衛生の向上に寄与

し、社会へ貢献する』を基本方針に、次の経営戦略に取り組んでまいります。 

①多様なユーザーニーズに対応する製品をタイムリーに市場に供給するための研究開発を引き続き充実

してまいります。 

また、省資源、省エネルギー、資源の再生使用にも注力する等、環境問題に配慮した技術開発に積極

的に取り組んでまいります。 

②生産性及び品質の維持向上を図るとともに、一層の原価削減を進めることで、市場競争力の強化を図

ってまいります。 

③常に創造と改善に努め、経営全般の合理化、効率化を推進してまいります。 

  

今後のわが国経済につきましては、各種の政策効果等もあり、震災復興関連の需要が徐々に高まっ

ていくにつれて、景気は緩やかな回復傾向を示していくと思われる一方で、不安定な電力供給事情や

円高の長期化、海外経済の低成長等もあり、景気の先行きは、引き続き不透明な状況で推移していく

ものと思われます。また、経済のグローバル化を背景に、わが国経済に影響を与えるリスク要因も内

外で増加してきております。 

 その一方で、地震、感染症、テロ等のような突発的な天災・人災の発生に対する対応の巧拙が、経

済・社会に与える影響はますます大きくなっており、危機管理の重要性が強く認識されてきておりま

す。 

 このような経済・社会環境の中で、呼吸用保護具業界としては、景気動向の影響はあるものの、社

会全体での様々な危機管理対応による呼吸用保護具全般に対する需要が、息長く増加していくものと

思われます。 

 当社としましては、緊急時における安定供給及び市場の変化に的確に対応した新製品の開発と供給

が、労働安全衛生保護具の専門会社としての大きな社会的責任、使命であると考え、この役割を確実

に果たすために、今後も経営の効率化と収益力の強化を図ってまいります。 

  

  

（２）目標とする経営指標

（３）中長期的な会社の経営戦略

（４）会社の対処すべき課題
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４．財務諸表 
（１）貸借対照表 

(単位：千円)

前事業年度 
(平成23年３月31日) 

当事業年度 
(平成24年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,228,991 1,232,495

受取手形 1,053,145 1,186,273

売掛金 2,070,019 2,097,480

商品及び製品 1,194,800 1,377,804

仕掛品 125,956 184,639

原材料及び貯蔵品 684,226 1,079,807

前払費用 8,998 7,725

繰延税金資産 139,667 344,449

未収入金 2,282 2,557

その他 15,902 9,899

貸倒引当金 △2,004 △343

流動資産合計 6,521,986 7,522,790

固定資産   

有形固定資産   

建物 2,284,392 2,278,798

減価償却累計額 △1,061,728 △1,000,115

建物（純額） 1,222,664 1,278,682

構築物 65,355 70,021

減価償却累計額 △52,394 △53,416

構築物（純額） 12,960 16,605

機械及び装置 2,512,728 2,682,689

減価償却累計額 △2,005,864 △2,136,257

機械及び装置（純額） 506,864 546,432

工具、器具及び備品 2,412,016 2,626,398

減価償却累計額 △2,269,418 △2,374,257

工具、器具及び備品（純額） 142,597 252,141

リース資産 102,279 125,247

減価償却累計額 △24,117 △42,318

リース資産（純額） 78,162 82,929

土地 810,716 823,663

建設仮勘定 － 131,648

有形固定資産合計 2,773,966 3,132,102

無形固定資産   

ソフトウエア 50,497 50,910

電話加入権 6,757 6,757

リース資産 － 43,853

無形固定資産合計 57,254 101,521
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(単位：千円)

前事業年度 
(平成23年３月31日) 

当事業年度 
(平成24年３月31日) 

投資その他の資産   

投資有価証券 456,691 404,645

出資金 2,810 2,810

従業員に対する長期貸付金 9,470 7,390

長期前払費用 2,177 2,283

敷金 42,012 36,977

差入保証金 1,430 1,330

繰延税金資産 78,156 －

長期性預金 13,566 200,000

貸倒引当金 △13,571 △0

投資その他の資産合計 592,743 655,435

固定資産合計 3,423,964 3,889,059

資産合計 9,945,950 11,411,850

負債の部   

流動負債   

支払手形 60,649 117,302

買掛金 2,107,155 2,350,596

短期借入金 1,187,500 500,000

1年内返済予定の長期借入金 649,196 479,200

1年内償還予定の社債 193,800 211,300

未払金 147,186 13,178

リース債務 16,779 29,229

未払法人税等 204,374 703,122

未払消費税等 9,782 71,798

未払費用 110,782 619,875

前受金 2,641 3,963

預り金 12,629 14,516

賞与引当金 135,065 202,747

その他 56,029 137,402

流動負債合計 4,893,571 5,454,233

固定負債   

社債 578,300 318,250

長期借入金 1,185,983 767,600

長期未払金 65,712 76,040

リース債務 60,764 90,393

退職給付引当金 386,952 371,959

長期預り保証金 129,907 130,550

繰延税金負債 － 206,921

固定負債合計 2,407,619 1,961,715

負債合計 7,301,191 7,415,949
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(単位：千円)

前事業年度 
(平成23年３月31日) 

当事業年度 
(平成24年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 570,000 570,000

資本剰余金   

資本準備金 272,577 272,577

資本剰余金合計 272,577 272,577

利益剰余金   

利益準備金 142,500 142,500

その他利益剰余金   

固定資産圧縮積立金 1,771 328,732

固定資産圧縮特別勘定積立金 － 196,691

別途積立金 892,000 1,192,000

繰越利益剰余金 633,398 1,182,297

利益剰余金合計 1,669,669 3,042,220

自己株式 △10,783 △10,923

株主資本合計 2,501,463 3,873,873

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 143,296 122,027

評価・換算差額等合計 143,296 122,027

純資産合計 2,644,759 3,995,900

負債純資産合計 9,945,950 11,411,850
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（２）損益計算書 

(単位：千円)

前事業年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

売上高   

売上高合計 8,695,663 12,419,014

売上原価   

売上原価合計 6,187,419 7,861,534

売上総利益 2,508,244 4,557,480

販売費及び一般管理費   

販売費及び一般管理費合計 2,257,554 2,954,413

営業利益 250,689 1,603,067

営業外収益   

受取利息 1,341 1,199

受取配当金 11,064 14,638

受取賃貸料 9,938 372

受取謝礼金 5,159 4,792

補助金収入 33,661 26,671

受取保険金 － 8,638

その他 8,764 16,842

営業外収益合計 69,929 73,155

営業外費用   

支払利息 56,794 52,684

社債利息 18,289 10,599

手形売却損 9,009 11,140

アレンジメントフィー 41,000 －

売上割引 9,273 10,673

その他 1,458 21,460

営業外費用合計 135,825 106,558

経常利益 184,794 1,569,663

特別利益   

固定資産売却益 405,894 1,089,491

その他 536 48,261

特別利益合計 406,430 1,137,752

特別損失   

固定資産除却損 1,484 6,537

固定資産売却損 － 22,234

本社移転費用 40,560 31,368

災害による損失 4,200 143,000

寄付金 － 100,000

たな卸資産廃棄損 － 75,666

有価証券評価損 937 －

その他 － 17,001

特別損失合計 47,181 395,808
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(単位：千円)

前事業年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

税引前当期純利益 544,042 2,311,607

法人税、住民税及び事業税 202,203 792,092

法人税等調整額 2,136 111,073

法人税等合計 204,339 903,165

当期純利益 339,702 1,408,441
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（３）株主資本等変動計算書 

(単位：千円)

前事業年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

株主資本   

資本金   

当期首残高 570,000 570,000

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 570,000 570,000

資本剰余金   

資本準備金   

当期首残高 272,577 272,577

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 272,577 272,577

資本剰余金合計   

当期首残高 272,577 272,577

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 272,577 272,577

利益剰余金   

利益準備金   

当期首残高 142,500 142,500

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 142,500 142,500

固定資産圧縮積立金   

当期首残高 2,288 1,771

当期変動額   

固定資産圧縮積立金の積立 － 327,919

固定資産圧縮積立金の取崩 △517 △958

当期変動額合計 △517 326,960

当期末残高 1,771 328,732

固定資産圧縮特別勘定積立金   

当期首残高 － －

当期変動額   

固定資産圧縮特別勘定積立金の積立 － 196,691

当期変動額合計 － 196,691

当期末残高 － 196,691

別途積立金   

当期首残高 892,000 892,000

当期変動額   

別途積立金の積立 － 300,000
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(単位：千円)

前事業年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

当期変動額合計 － 300,000

当期末残高 892,000 1,192,000

繰越利益剰余金   

当期首残高 347,033 633,398

当期変動額   

剰余金の配当 △53,854 △35,891

当期純利益 339,702 1,408,441

固定資産圧縮積立金の積立 － △327,919

固定資産圧縮積立金の取崩 517 958

固定資産圧縮特別勘定積立金の積立 － △196,691

別途積立金の積立 － △300,000

当期変動額合計 286,365 548,898

当期末残高 633,398 1,182,297

利益剰余金合計   

当期首残高 1,383,821 1,669,669

当期変動額   

剰余金の配当 △53,854 △35,891

当期純利益 339,702 1,408,441

当期変動額合計 285,848 1,372,550

当期末残高 1,669,669 3,042,220

自己株式   

当期首残高 △9,856 △10,783

当期変動額   

自己株式の取得 △927 △139

当期変動額合計 △927 △139

当期末残高 △10,783 △10,923

株主資本合計   

当期首残高 2,216,542 2,501,463

当期変動額   

剰余金の配当 △53,854 △35,891

自己株式の取得 △927 △139

当期純利益 339,702 1,408,441

当期変動額合計 284,920 1,372,410

当期末残高 2,501,463 3,873,873
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(単位：千円)

前事業年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金   

当期首残高 130,910 143,296

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 12,385 △21,269

当期変動額合計 12,385 △21,269

当期末残高 143,296 122,027

評価・換算差額等合計   

当期首残高 130,910 143,296

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 12,385 △21,269

当期変動額合計 12,385 △21,269

当期末残高 143,296 122,027

純資産合計   

当期首残高 2,347,453 2,644,759

当期変動額   

剰余金の配当 △53,854 △35,891

当期純利益 339,702 1,408,441

自己株式の取得 △927 △139

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 12,385 △21,269

当期変動額合計 297,305 1,351,141

当期末残高 2,644,759 3,995,900
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（４）キャッシュ・フロー計算書 

(単位：千円)

前事業年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前当期純利益 544,042 2,311,607

減価償却費 446,086 467,973

投資有価証券評価損益（△は益） 937 －

固定資産除却損 1,484 6,537

貸倒引当金の増減額（△は減少） △536 △15,232

賞与引当金の増減額（△は減少） 3,289 67,682

退職給付引当金の増減額（△は減少） △10,456 △14,993

受取利息及び受取配当金 △12,406 △15,837

支払利息 75,083 63,284

手形売却損 9,009 11,140

固定資産売却損益（△は益） △405,894 △1,067,256

売上債権の増減額（△は増加） △652,336 △171,730

たな卸資産の増減額（△は増加） 20,150 △732,233

仕入債務の増減額（△は減少） 87,762 300,094

未払費用の増減額（△は減少） △35,192 510,954

未払消費税等の増減額（△は減少） △28,161 62,016

たな卸資産廃棄損 － 75,666

災害損失 － 19,299

その他 3,430 △46,409

小計 46,294 1,832,563

利息及び配当金の受取額 12,963 16,007

利息の支払額 △79,446 △61,081

法人税等の支払額 △77,001 △300,334

営業活動によるキャッシュ・フロー △97,190 1,487,155

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △40,000 －

定期預金の払戻による収入 － 150,000

有形固定資産の取得による支出 △765,666 △766,568

有形固定資産の売却による収入 864,500 1,090,000

無形固定資産の取得による支出 △13,287 △37,625

貸付けによる支出 △3,910 △1,130

貸付金の回収による収入 4,105 11,090

長期性預金の預入による支出 － △200,000

投資その他の資産の増減額（△は増加） △10,955 16,424

投資活動によるキャッシュ・フロー 34,785 262,191

㈱重松製作所（7980）平成24年３月期決算短信（非連結）

－15－



(単位：千円)

前事業年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 687,500 △687,500

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △32,386 △41,381

長期借入れによる収入 300,000 310,000

長期借入金の返済による支出 △565,996 △898,379

社債の発行による収入 － 200,000

社債の償還による支出 △303,800 △442,550

配当金の支払額 △53,854 △35,891

自己株式の取得による支出 △927 △139

財務活動によるキャッシュ・フロー 30,535 △1,595,842

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △31,868 153,504

現金及び現金同等物の期首残高 470,760 438,891

現金及び現金同等物の期末残高 438,891 592,395
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 該当事項はありません。  

  

  

（開示の省略） 

貸借対照表関係、損益計算書関係、株主資本等変動計算書関係、キャッシュ・フロー計算書関係、リ

ース会計、金融商品、有価証券、デリバティブ取引、退職給付関係、ストック・オプション等関係、税

効果会計、企業結合等関係、資産除去債務、賃貸不動産関係、関連当事者との取引に関する注記事項に

ついては、決算短信における開示の必要性が大きくないと考えられるため開示を省略します。 

  

  

当社の事業は、労働安全衛生保護具の製造販売の単一セグメントであるため、記載を省略しており

ます。  

  

前事業年度(自 平成22年４月１日 至 平成23年３月31日) 

 該当事項はありません。 

当事業年度(自 平成23年４月１日 至 平成24年３月31日) 

 該当事項はありません。 

  

（５）継続企業の前提に関する注記

（６）財務諸表に関する注記事項

(セグメント情報等)

(セグメント情報)

(持分法投資損益等)
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  １株当たり純資産額並びに１株当たり当期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりでありま

す。 

 
  

 
(注) 潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

  

   該当事項はありません。 

  

(１株当たり情報)

項目
前事業年度

(平成23年３月31日)
当事業年度

(平成24年３月31日)

(1) １株当たり純資産額 368 円 44 銭 556 円 69 銭

項目
前事業年度

(自  平成22年４月１日
至  平成23年３月31日)

当事業年度
(自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日)

(2) １株当たり当期純利益 47 円 32 銭 196円 21 銭

  (算定上の基礎)

当期純利益（千円） 339,702 1,408,441

普通株式に係る当期純利益（千円） 339,702 1,408,441

普通株主に帰属しない金額（千円） ─ ─

普通株式の期中平均株式数（千株） 7,179 7,178

(重要な後発事象)
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５．その他

（１）役員の異動（平成２４年６月２８日付）

　①新任監査役候補

監査役（非常勤）　 木谷　光宏　　　（現　明治大学政治経済学部　教授）

(２) 販売の実績 （千円未満切捨)

金 額 構成比　％ 金 額 構成比　％ 金 額

防 毒 マ ス ク 2,489,879 28.6 5,666,089 45.6 3,176,210

防 じ ん マ ス ク 1,449,372 16.7 1,406,453 11.3 △ 42,919

送 気 マ ス ク 365,393 4.2 347,868 2.8 △ 17,525

そ の 他 の
呼 吸 用 保 護 具

915,723 10.5 827,102 6.7 △ 88,621

そ の 他 443,829 5.1 557,135 4.5 113,306

小 計 5,664,198 65.1 8,804,647 70.9 3,140,449

（ う ち 輸 出 額 ） (692,497) (8.0) (632,581) (5.1) (△ 59,916)

自 給 式 呼 吸 器 2,165,608 25.0 2,413,435 19.4 247,827

送 気 マ ス ク 25,778 0.3 22,270 0.2 △ 3,508

酸素計・ガス検知器 193,143 2.2 159,990 1.3 △ 33,153

そ の 他 646,934 7.4 1,018,672 8.2 371,738

小 計 3,031,464 34.9 3,614,367 29.1 582,903

（ う ち 輸 出 額 ） (36,893) (0.4) (30,551) (0.2) (△ 6,342)

8,695,663 100.0 12,419,014 100.0 3,723,351

(729,390) (8.4) (663,132) (5.3) (△ 66,258)

　主要製品の受注状況

　当社は、概ね見込生産を行っておりますので、記載を省略しております。

（うち輸出額）

第６５期

製

品

商

品

　至　平成23年 3月31日）

（自　平成22年 4月 1日　
区 分

合 計

新任監査役候補者の主要略歴等の詳細につきましては、本日、別途公表の「役員の異動に関す
るお知らせ」をご参照下さい。

増 減

　至　平成24年 3月31日）

（自　平成23年 4月 1日　

第６６期

㈱重松製作所（7980）平成24年３月期決算短信（非連結）

－19－


